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安 積 の 平 成 2 8 年 度 、 そ し て

1 7 年 後 の 創 立 1 5 0 周 年 に 向 け て

安 積 高 等 学 校 長 久 保 田 範 夫

昨 年 ６ 月 ３ 日 の 東 京 桑 野 会 定 期 総 会

当 日 は 、 福 島 県 高 等 学 校 長 協 会 長 用 務

と 重 な り 出 席 で き ず 申 し 訳 あ り ま せ ん

で し た 。 代 わ り に 出 席 し た 阿 部 拓 広 教

頭 ( 2 8 年 4 月 着 任 ) も 、 昨 年 の 鈴 木 教 頭 同

様 、 そ の 盛 会 の 様 子 に 驚 い て い ま し た 。

安 積 の 平 成 2 8 年 度 は 、 修 学 旅 行 と ロ

ー ド レ ー ス 大 会 が 、 例 年 と 違 う 形 で の

開 催 と な っ た の で 紹 介 し ま す 。

修 学 旅 行 に つ い て は 、 久 し 振 り の 海

外 旅 行 で し た 。 平 成 1 9 ( 2 0 0 7 ) 年 、 1 2 2 期

生 が シ ン ガ ポ ー ル へ 、 平 成 2 2 ( 2 0 1 0 ) 年

に は 1 2 5 期 生 が 韓 国 に 行 っ て い る の で 、

３ 回 目 の 海 外 で 、 初 め て の 台 湾 （ 中 華

民 国 ） 修 学 旅 行 と な り ま し た 。 約 7 0 万

点 に 及 ぶ 古 代 中 国 の 美 術 品 及 び 人 工 品

を 所 蔵 す る 故 宮 博 物 院 で 中 華 文 明 の 神

髄 に 触 れ 、 現 地 の 高 級 中 学 校 と 交 流 す

る な ど 、 修 学 旅 行 の 名 に 相 応 し い 成 果

を 上 げ た と 考 え て い ま す 。

ま た 、 校 内 ロ ー ド レ ー ス 大 会 に つ い

て は 、 例 年 会 場 に し て い た 東 山 霊 園 ( 市

東 部 の 田 村 町 小 川 ) が 国 ・ 県 ・ 市 の 除 染

事 業 の た め 使 用 で き ず 、 大 槻 町 の 西 部

サ ッ カ ー 場 を ス タ ー ト ・ ゴ ー ル と す る 、
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広 大 な 田 圃 の 中 を 走 る 大 槻 ・ 多 田 野 周

辺 の 道 路 に 会 場 ・ コ ー ス を 変 更 し て 何

と か 開 催 に こ ぎ つ け ま し た 。

こ こ で 、 こ の 大 会 の 4 0 年 を 超 え る 歴

史 を 振 り 返 っ て み た い と 思 い ま す 。

昭 和 4 9 ( 1 9 7 4 ) 年 、 8 8 期 生 の 私 が ３ 年

生 の 時 ( 鈴 木 勝 枝 校 長 先 生 で し た ) 、 創

立 9 0 周 年 の 記 念 事 業 の 一 環 と し て 、 翌

年 の 第 １ 回 駅 伝 に つ な が る プ レ 大 会 が

学 校 周 辺 コ ー ス で 開 催 さ れ た の が 、 そ

も そ も の 始 ま り で す 。

翌 昭 和 5 0 ( 1 9 7 5 ) 年 1 1 月 ８ 日 、 創 立 9 0

周 年 第 １ 回 校 内 駅 伝 競 争 大 会 が 開 催 さ

れ 、 安 積 高 － 柴 宮 － 大 槻 － 片 平 － 多 田

野 － 三 穂 田 － 安 積 町 － 安 積 高 ゴ ー ル の

1 5 区 間 4 6 ㎞ ( ! ! ) の コ ー ス を ク ラ ス 対 抗

で 健 脚 を 競 い 、 9 1 期 １ 年 １ 組 が ２ 時 間

5 4 分 4 9 秒 で 優 勝 を 飾 り ま し た 。

そ の 後 、 昭 和 5 5 年 の 第 ６ 回 大 会 で 悲

劇 が 起 き ま し た 。 自 転 車 で 応 援 に 向 か

っ て い た 生 徒 が 、 暴 走 車 に 追 突 さ れ て

亡 く な っ た の で す 。 翌 年 の 大 会 は 、 生

徒 へ の 哀 悼 の 意 味 も あ り 中 止 に 。 翌 年

も 開 催 に つ い て か な り 議 論 し た よ う で

す が 、 亡 く な っ た 生 徒 の 御 遺 族 か ら も 、

大 会 を 継 続 し て ほ し い と い う 考 え が 学

校 に 伝 え ら れ た こ と な ど か ら 、 最 終 的

に は 大 会 を 継 続 す る こ と と な り 、 昭 和

5 9 ( 1 9 8 4 ) 年 の 創 立 1 0 0 周 年 第 1 0 回 大 会 ま

で 続 き ま し た 。 し か し 、 交 通 事 情 の 悪
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化 は 如 何 と も し が た く 、 翌 昭 和 6 0 ( 1 9 8

5 ) 年 に は 、 駅 伝 大 会 を 「 発 展 的 継 承 」

( 創 立 1 1 0 年 誌 ) し 、 原 則 全 員 が 約 1 0 ㎞

( 共 学 後 は 、 女 子 ５ ㎞ コ ー ス を 追 加 ) を

走 る 「 校 内 ロ ー ド レ ー ス 大 会 」 に 姿 を

変 え 、 東 山 霊 園 を 会 場 と し て 平 成 2 7 ( 2

0 1 5 ) 年 の 4 0 回 大 会 迄 続 き ま し た 。 そ の

間 、 平 成 ７ ( 1 9 9 5 ) 年 に は 、 第 5 0 回 ふ く

し ま 国 体 の た め 中 止 と な っ た り 、 平 成

1 6 ( 2 0 0 4 ) 年 に は 、 1 2 0 周 年 を 記 念 し て 、

猪 苗 代 湖 畔 か ら 安 積 歴 史 博 物 館 ま で 安

積 疎 水 を た ど る 3 2 ㎞ の 強 歩 大 会 ( 安 積 野

ウ ォ ー ク ) ( マ ラ ソ ン 大 会 と は 違 い 、 順

位 競 争 は し な か っ た ) と す る な ど の 変 遷

は あ り ま し た が 、 東 山 で 3 0 年 続 い た 安

積 の 伝 統 行 事 と な っ た の で す 。

東 山 霊 園 が 除 染 事 業 の た め 使 用 で き

な い と 分 か り 、 中 止 も 含 め て 検 討 し た

の で す が 、 伝 統 行 事 で あ り 、 実 施 す る

こ と は す ん な り 決 ま り ま し た 。 し か し 、

霊 園 の よ う に 、 あ る 程 度 閉 じ ら れ た 空

間 と い う ロ ー ド レ ー ス に 適 し た 場 所 を

探 す の は 大 変 で し た が 、 体 育 科 の 教 員

が 中 心 と な り 、 何 と か 代 わ り の コ ー ス

を 設 定 す る こ と が で き ( 私 も 何 度 も コ ー

ス を 下 見 し ま し た ) 、 Ｐ Ｔ Ａ 、 安 積 桑 野

会 、 桜 桑 会 の 協 力 を 得 て 、 無 事 終 了 す

る こ と が で き ま し た 。 改 め て 感 謝 の 意

を 表 し た い と 思 い ま す 。

今 年 平 成 2 9 ( 2 0 1 7 ) 年 の 干 支 は 、
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丁 酉 ( ひ の と と り ) 。 私 事 で 恐 縮 で す が 、 丁 酉

は 私 自 身 の 干 支 、 と 言 う こ と は 「 還 暦 」

で あ り 平 成 2 8 年 度 末 に 6 0 歳 定 年 退 職 と

な り ま し た 。 私 は 、 ２ 度 に 亙 る 母 校 勤

務 ( 教 諭 と し て 1 1 年 間 、 校 長 と し て ４ 年

間 の 計 1 5 年 間 ) を 経 験 し 、 ま た 、 9 0 周 年

を ３ 年 生 の 生 徒 と し て 、 1 1 0 周 年 を 教 諭

と し て 、 そ し て 1 3 0 周 年 を 校 長 と し て 、

不 思 議 な こ と に ち ょ う ど 2 0 年 刻 み で 大

き な 周 年 行 事 を 経 験 す る こ と が で き た

大 変 幸 せ な 男 で す 。 こ の サ イ ク ル だ と 、

私 が 生 き て い れ ば で す が 、 7 7 歳 の 年 に

1 5 0 周 年 を 迎 え る こ と に な り ま す 。 何 ら

か の 形 で 関 わ る こ と が で き れ ば と 思 っ

て い ま す が 、 果 た し て そ の 思 い は 叶 う

の か … … 。

さ て 、 安 積 は 平 成 2 9 年 度 に 創 立 1 3 3 周

年 を 迎 え 、 学 校 祭 で あ る 紫 旗 祭 が 1 3 0 周

年 以 来 の 開 催 と な り ま す 。

私 は 退 職 と な り ま す が 、 七 州 の 覇 と

称 え ら れ る に 相 応 し い 安 積 高 校 に し て

い く こ と 、 更 に 大 き く な っ て い く 「 安

積 の 殿 堂 」 を 日 本 一 揺 る ぎ な い も の と

す る こ と 、 こ の 二 つ を 念 頭 に 置 き 、 創

立 1 5 0 周 年 を 見 据 え 安 積 の 教 職 員 一 同 し

っ か り 努 め て ま い り ま す の で 、 こ れ か

ら も 東 京 桑 野 会 の 皆 様 か ら の 温 か い 御

支 援 ・ ご 協 力 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申

し 上 げ ま す 。
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